
第 25回新薬創製談話会 

「新薬創製に向けて―学際融合・産官学連携―」 

2014 年 9 月 9 日（火）～ 9 月 10 日（水） 

会場：京都・嵐山 ご清遊の宿「らんざん」 

9月 9日（火） 

 12:50～13:20 受付 

 13:20～13:30 開会の挨拶および事務連絡 

 13:30～14:35 森 和俊（京都大学大学院理学研究科・教授） 

        「小胞体ストレスと疾患」 

 14:35～15:00 コーヒーブレイク 

 15:00～15:50 井上 正宏（大阪府立成人病センター研究所・部長） 

        「臨床癌の再構築を目指した新しい癌初代培養法の開発と応用」 

 15:50～16:40 内海 龍太郎（近畿大学農学部・教授） 

        「細菌情報伝達阻害型薬剤の開発と応用」 

 16:40～17:40 自己紹介 

 19:00～21:00 夕食 

 21:00～    フリーディスカッション 

 

9月 10日（水） 

 7:00～8:30  朝食 

 9:00～9:50  井本 正哉（慶應義塾大学理工学部・教授） 

        「MEK阻害剤感受性規定因子の同定」 

 9:50～10:20  服部 明（京都大学大学院薬学研究科・准教授） 

        「ユビキチン遊離反応の制御機構の解明」 

 10:20～10:40 コーヒーブレーク 

 10:40～11:10 坂本 洋（中外製薬研究本部 創薬薬理研究第二部・GM） 

        「ALK阻害剤 Alectinibの創製およびその研究開発」 

 11:10～11:40 佐藤 太（日本ウォーターズ MDT センター・シニアスペシャリスト） 

        「最新の分離技術を応用した LC/MS：進化した UPLCテクノロジーと質量分析計の応用」 

 11:40～12:00 総合討論・事務連絡 

 12:00～      解散 

 

実行委員長：掛谷秀昭（京都大・薬） 

常任幹事： 長田裕之（理研・抗生物質）, 井本正哉（慶大・理工）, 掛谷秀昭（京都大・薬）, 川田学（微

化研・沼津）, 塩見和朗（北里大・生命研）, 新藤一敏（日本女子大・家政）, 供田洋（北里大・

薬）, 早川洋一（東京理科大・薬）, 吉田稔（理研・化学遺伝）, 臼井健郎（筑波大・生命環境） 

幹事：    及川信三（アスビオファーマ）, 大貫哲男（田辺三菱製薬）, 田端祐二（Meiji Seika ファルマ）, 

永井浩二（大鵬薬品工業）, 濱口卓也（大正製薬）, 日野資弘（アステラス製薬）, 奥田彰文（エ

ーザイ）, 青木雅弘（中外製薬）, 田中勝弘（第一三共 RD ノバーレ） 

共催   ：公益財団法人 日本感染症医薬品協会 

 

・参加費（宿泊費・食費を含む）：会社出張者 30,000円, 個人参加者 15,000円 ・参加締切：7月 25 日 (金) 

・参加申込方法等の問合わせ先：掛谷秀昭（事務局：木下明日香）[E-mail: a-kino@pharm.kyoto-u.ac.jp] 

                                         (URL:http://www.pharm.kyoto-u.ac.jp/sc-molsci/) 

*リトリート形式（全員宿泊形式）のため、参加制限人数を超えた場合は、調整させて頂きます。ご了承ください。 


